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法医タフォノミーとは

法医学分野
金涌 佳雅

法医学の専門領域の一つに，Forensic taphonomy1があ
るが，日本ではほとんど知られていない学問分野であろ
う．この日本語訳は正式にはないため，本稿では「法医タ
フォノミー」と称することとする．もともと Taphonomy
（化石生成論）とは，古生物が化石に転化するまでの全過
程を対象とする古生物学の分野であるが，転じて「法医タ
フォノミー」は，ヒト死体が死後にどのような過程を経て
分解していくかを検証し，実務へ応用していく学問とされ
る．
日本の大部分が温帯に属しており，また火葬文化の社会
であることから，法医タフォノミーが活躍する機会が元来
あまり多くなかったものと考えられる．しかし，我が国で
も，この法医タフォノミーの知見を，今後広く活用するこ
とが多くなるかもしれない．それは，温暖化による気温上
昇のためである．

Vassの式

温暖化による気温上昇は，ヒト死体に発現する死体現象
の進行を有意に促進させ，ヒト死体の腐敗は急激に進行す
ると考えられる．腐敗が高度に進行した場合であっても，
死体検案あるいは解剖に携わる医師は，可能な限り死後経
過時間を推定しなければならないところ，筆者のここ最近
の自験例で，夏季の検案・解剖では，今までにない短期間
で，腐敗高度または白骨化に至る事例を経験している．年々
強まる温暖化の影響が，大きな要因の 1つと考えられる．
こうした現状に対して，従来からの，死体現象の経時的
変化に関する法医学的知見は不十分になりつつある．腐敗
死体の死後経過時間を精緻に推定するためのデータを収集
する信頼性が高い研究法としては，ヒト死体を屋内又は実
際の屋外環境に留置させ，環境条件を継続的に測定しつ
つ，腐敗分解の進行を記録することであろう．こうした研
究施設は，いくつかの国で既に稼働している（パトリシア・
コーンウェルの『死体農場』2が有名だろう）．法医タフォ
ノミーは，まさにこの研究トピックを取り扱う分野となっ
ている．
一連の研究の中で，Vassはテネシー大学の研究施設内

で実際に多数のヒト死体を屋外などに放置し，その変化の
様子を観察した結果，腐敗過程に最も大きな影響を与える
のは，①温度，湿度，酸素分圧という三つの要因が挙げら
れること，②軟組織分解は，日平均気温の累積値である積
算温度（ADD）が 1285±110に達した時点で終了するこ

と，を明らかにした．この 1285という値は，軟組織から
の揮発性脂肪酸放出が停止する経験的に決定された ADD
値を示している3．
これらの知見を元に，2011年に，Vassは，好気環境下

及び嫌気環境下で，ヒト死体の軟部組織分解に関する 2つ
の実験式（Vassの式）を発表している．この内，空気中
死体の腐敗分解程度を示す式は，以下のように報告してい
る3．

死後経過日数（日）＝
1285× 腐敗程度（%）

100
0.0103×気温（℃）×湿度（％）

ここで注目すべき点としては，死体が置かれていた環境
下の気温と湿度の積は，死後経過日数と反比例の関係にあ
ることである．すなわち，気温または湿度の上昇が，腐敗
分解に係わる死後経過日数の直接的な減少につながってい
る．
この式は，昆虫や小動物の蚕食・食害は無い等の前提条
件がいくつかある他，特定の条件下での腐敗分解時間の実
験式であることから，同式を死体検案や法医解剖等の実務
に，安易に用いるべきではない．しかし，我が国の法医学
書で記載されている，腐敗現象等の死体現象の経時変化に
関する記述4は，近年の気温上昇前の気候条件を前提とし
ていることが多い．多くの検案医の先生方は，寒暖をはじ
めとする地域差，季節差を考慮して，死後経過時間の推定
を行っているものと考えるが，今後の死体検案において
は，その死体が置かれていた環境下の気温等の環境条件の
重要性を認識し，検視した警察官等から今まで以上に詳細
に聴取することが，死体検案に携わる警察（嘱託）医に求
められるだろう．
我が国の気候の実情にあわせた法医タフォノミーデータ
を収集するため，ブタ死体を放置した実験報告5はあるも
のの，実際のヒト死体を用いた研究は，日本では極めて困
難と考えられる．まずは諸外国の法医タフォノミーの種々
のデータの蓄積を図り，日本の環境条件に応じた解釈へ取
りまとめることが，法医学者には求められるだろう．こう
した状況を踏まえると，我が国の法医学の主たるサブスペ
シャリティーの一つに「法医タフォノミー」が挙げられる
日も遠くないかもしれない（それまでには，Forensic
taphonomyの正式な訳語も定められるだろう）．
なお，前述の Vassの式を用いて，今後，全世界的に，
温暖化を主とする気候変動が進行すれば，2090年代には，
ある一定の腐敗分解現象に要する時間は，現在のそれから
30％程度の短縮が予想されるというシミュレーション結
果6も報告されている．
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